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外部衝撃論（Mitchell and Mulherin 1996）、価値創造論（A. Seth 1990）および
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時　期 相手先：海外石油案件（会社）名 権益％ 金額（億ドル） 完成時期
2001 スーダン6区探鉱・開発に追加作業 ― 3.6 2003初
2002.1 アゼルバイジャン K&K項目 50 ― 2002.1
2002.4
インドネシア6個地区油気資産；米 Dev cm 
Energy社が所有する油田とガス田を買収 30 2.16 2002.4
2002.12 ロシアスラブ石油会社 74.95 ― 2002.12中止
2003.1 アゼルバイジャン古布シタン油田 62.83 ― 2003.3
2003.6 英国 NIMIR社カザフスタンバシ区 100 ― 2003.6
2003.7 ペルー石油会社1－ AB区／8区項目 45 ― 2003.11
2003.8 英国 NIMIR社カザフスタンベブザチ油田 35 ― 2003.8






2004.5 イランMIS油田項目 49 ― 2004.5
2004.10 クエートKufpec社トニシNK探区及びSLK油田 50 ― 2004.10
2004.12 カザフスタン英断石油株式会社 100 ― 2004.12
2004.12 カザフスタンKAM会社在Konys & Bektas油田 25 ― 2004.12
2005.8
カザフスタン権益をもつカナダの Petro 
Kazakhstan会社を買収 100 41.8 2005.10完成
2005.9 カナダ EnCana社 100 14.2 2005末完成
2005.11 インド ONGC社と共にシリア石油会社買収 38 10.0 2005.1






































及び CLNGの25％の権益 左記 3.48 2002.4完成
2002.9 インドネシア東固天然ガス 12.5 2.75 2003.2完成
2003.3 カザフスタン北海里油田 8.33 6.15 2003.5中止
2003.10 オーストラリア高更天然ガス 12.5 2.75 04末（計画）
2004.2
インドネシアMuturi天然ガスブロック権益を
買取。 20.7 0.981 2004.5完成
2005.1
ミャンマ－国営MOGE社陸上鉱区の3つ追加
契約。鉱区53,000万平方 kmの権益 左記 ― ―
2005.4 カナダエネルギー社MEGオイルサンド 16.69 1.2 2005.4完成

































2004.3 サウジアラビア RubALKhaliのガス探鉱・開発 80（5年契約） 3.0
2004.5
イラン巨大油田である Yadavaran開発へ参入　

















































年　次 2000 2001 2002 2003 2004 2005





































































































年　次 1998 2000 2002 2003 2004 2005
価格（ドル） 15‐9 24‐33 17‐27 23‐33 32‐50 40‐63






















































































年　次 1999 2000 2001 2002 2003
エクソン
モービル
生産量 2517 2553 2542 2496 2516
海外比率（％） 71.0 71.3 72.0 72.7 75.8
シェル集団
生産量 2255 2262 2211 2359 2333
海外比率（％） 72.4 72.9 75.3 70.5 71.2
BP
生産量 2061 1928 1931 2018 2121
海外比率（％） 71.9 72.3 74.9 77.1 82.2
シェブロン
テキサコ
生産量 2049 1997 1959 1897 1808
海外比率（％） 65.3 66.6 68.7 68.3 68.9
トタル集団
生産量 1468 1433 1454 1589 1661
海外比率（％） 71.9 72.2 71.3 70.8 72.3
イタリア EniSpA
生産量 674 748 857 921 981
海外比率（％） 86.9 89.8 91.9 90.7 91.4
SINOPEC
（中石化）
生産量 660 676 737 739 742
海外比率（％） ― ― ― ― 0.5
CNPC（中石油）
生産量 2144 2096 2092 2109 2120
海外比率（％） ― 6.1 7.2 8.6 10.5
CNOOC（中海油）
生産量 175 206 229 299 306












表7　世界大手企業当年新規増加原油可採埋蔵量引継率 単位 : 百万バレル
年　　次
2001 2002 2003
当年新増量 引継率％ 当年新増量 引継率％ 当年新増量 引継率％
エクソンモービル 1059 116 1213 136 1145 127
シェル集団 726 90 1373 159 118 14
BP 1410 208 1500 211 1897 254
シェブロンテキサコ 719 101 836 121 591 90
トタル集団 532 100 850 147 698 115
イタリア EniSpA 840 268 169 51 712 199
SINOPEC（中石化） 316 117 375 139 208 77
CNPC（中石油） 690 90 748 97 756 98




年　　次 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
エクソンモービル 3.45 3.33 3.35 3.39 3.58 4.11 ― ―
シェル集団 3.09 2.73 2.42 2.39 2.86 ― ― ―
BP 3.2 2.7 2.6 2.7 2.7 2.8 ― ―
シェブロンテキサコ 4.12 3.98 4.48 4.31 4.29 4.60 ― ―
トタル集団 3.0 2.8 2.5 2.5 2.5 2.6 ― ―
イタリア EniSpA 3.56 3.64 3.75 4.02 3.87 4.09 ― ―
SINOPEC（中石化） ― ― 6.63 6.15 6.12 6.47 6.72 8.12
CNPC（中石油） ― ― 4.68 4.38 4.34 4.39 4.60 5.28










































世界 674 412045 611
中国 95 23248 245
日本 33 23535 713
インド 17 11273 663
韓国 6 12883 2147
フランス 13 9757 751
ドイツ 16 11616 726
イギリス 11 9127 830
ロシア 42 27164 647
アメリカ 132 83874 635
カナダ 21 10087 480
サウジアラビア 8 8725 1091
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